
山
崎
為
徳
の
終
爲
と
新
島
襄

岩
手
県
水
沢
で
生
ま
れ
同
志
社
英
学
校
の
幹
事
兼
教
員
で
あ

つ
た
山
崎
爲
祭
、
結
核
の
た
め
療
養
先
き
の
新
島
邸
で
昇
天
し

た
の
は
、
明
治
十
四
年
十
一
月
九
日
の
午
前
六
時
二
十
分
頃
で
あ

る
。
二
十
四
年
と
八
力
月
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
『
新
島
襄
先
生
詳
年

譜
』
(
森
中
章
光
編
)
に
は
「
同
志
社
教
師
山
崎
爲
徳
新
島
邸
に
お
い

て
永
眠
将
来
を
最
も
嘱
望
し
た
門
下
生
の
た
め
痛
惜
す
る
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

山
崎
は
発
病
の
当
初
、
府
立
京
都
病
院
に
入
院
加
療
し
て
い
た

゛
)
、

病
状
の
悪
化
に
よ
り
も
は
や
依
復
の
み
こ
み
の
な
い
こ
と
を

力知
っ
た
新
島
は
、
山
崎
を
病
院
の
一
室
で
死
な
せ
る
の
は
到
底
忍

び
え
な
い
と
し
て
、
自
邸
に
引
き
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
当

高
橋
光
夫

^^^^^^^^^ 新島襄の感イヒを受けた人々゛ー、ー゛ー、゛゛ー、ー、ー゛ー゛ー、ー゛ー、ー、ー、ー、゛゛ー、_、_、_、゛、_、_、_゛_
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時
、
新
島
稔
富
猪
一
郎
(
蘇
杢
に
宛
て
た
書
信
中
に

先
達
中
ヨ
リ
山
崎
兄
肺
病
二
櫂
リ
京
都
病
院
ニ
テ
加
療
セ
シ

ニ
、
余
程
危
篤
之
様
体
ニ
テ
院
医
モ
回
復
ヲ
期
シ
難
キ
ョ
シ

被
申
候
二
付
、
一
周
前
ヨ
リ
拙
宅
へ
引
取
リ
療
養
致
候

と
そ
の
経
緯
を
知
ら
せ
て
ぃ
る
。

肺
病
が
「
不
治
の
病
L
 
と
言
わ
れ
た
時
代
に
は
、
病
む
人
に
は

死
の
恐
怖
を
、
看
病
す
る
者
に
は
伝
染
の
恐
れ
を
与
え
て
ぃ
た
。

そ
う
し
た
時
恢
復
の
み
こ
み
の
な
い
、
し
か
も
感
染
の
恐
れ
の

あ
る
「
肺
病
患
者
」
を
自
宅
に
引
き
取
る
と
い
う
行
為
は
、
常
人

0

の
な
し
難
い
愛
の
決
断
と
し
て
感
嘆
の
ほ
か
は
な
い

こ
の
頃
、
新
島
は
同
志
社
英
学
校
草
創
直
後
で
繁
忙
の
さ
な
か

に
あ
り
、
し
か
も
自
身
が
五
月
以
来
の
病
気
の
た
め
苦
し
ん
で
ぃ

た
か
ら
櫓
別
気
分
モ
不
振
候
処
又
々
山
崎
兄
ノ
為
に
種
々
心

配
セ
シ
故
力
何
分
頭
痛
致
シ
困
却
」
(
前
出
書
信
)
し
、
山
崎
を
自

宅
に
引
き
取
っ
た
直
後
の
八
月
二
十
七
日
に
、
比
叡
山
の
北
山
に

登
っ
て
の
静
養
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
崎
の
病

状
を
心
配
し
、
悩
ん
だ
こ
と
が
新
島
自
身
の
病
状
悪
化
を
加
速
さ

せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

新
島
邸
で
夫
妻
や
友
人
達
の
愛
情
と
、
手
厚
い
看
護
の
も
と
で

療
養
し
、
こ
こ
で
終
末
を
迎
え
た
山
崎
が
、
死
の
教
時
間
一
剛
ま
で

自
ら
そ
の
病
状
を
記
録
し
た
も
の
が
「
山
崎
君
病
体
録
」
で
あ
る
。

死
後
百
余
年
間
、
秘
蔵
さ
れ
て
ぃ
た
「
絶
筆
L
 
に
も
等
し
い

こ
の
資
料
の
行
間
よ
り
に
じ
み
出
る
も
の
か
ら
少
な
か
ら
ざ
る

感
懐
を
覚
え
て
く
る
。
「
病
体
録
」
を
賑
す
る
前
に
、
山
崎
の
病

歴
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

山
崎
が
明
治
四
年
秋
、
十
四
歳
で
熊
本
洋
学
校
に
入
学
し
た
直

後
の
写
真
を
見
る
と
、
ど
こ
か
ひ
弱
な
印
象
を
受
け
る
の
は
、
早

逝
し
た
生
母
.
阿
美
代
に
似
た
の
だ
ろ
う
か
。
阿
美
代
は
十
八
歳

の
と
き
第
一
子
.
長
男
・
爲
徳
(
幼
名
、
周
作
)
を
生
ん
だ
が
、

三
年
を
経
て
第
二
子
・
長
女
・
ふ
ゅ
(
冬
)
を
出
産
し
た
直
後
に

二
十
一
歳
で
世
を
去
っ
て
ぃ
る
。

山
崎
の
実
父
.
戦
次
郎
爲
美
は
仙
台
伊
達
藩
の
臣
伊
達
姓
水
沢

留
守
家
(
一
万
六
千
互
で
大
小
姓
組
一
番
に
属
し
禄
高
は
五

^^^^^^^^

山崎爲徳の父、山崎爲美(明治12年5月、弘
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十
石
余
だ
が
留
守
家
中
で
は
上
士
階
級
で
あ
る
。
江
川
太
郎
左
衛

門
の
門
下
と
し
て
、
江
戸
講
義
所
に
お
い
て
蘭
学
と
高
島
流
砲
術

を
修
業
し
、
戊
辰
戦
争
の
と
き
は
小
銃
隊
長
と
な
り
五
十
余
名
の

部
下
を
率
い
て
勇
戦
し
た
が
、
そ
の
と
き
需
は
少
年
鼓
手
を
勤

め
、
隊
の
先
頭
に
た
っ
た
。
爲
美
は
戦
後
司
法
官
に
登
用
さ
れ

た
人
材
で
あ
る
が
、
遺
さ
れ
て
い
る
直
筆
の
「
砲
術
声
を
見
る

と
、
化
学
物
理
学
へ
の
教
養
の
高
い
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

し
、
写
真
で
見
る
爲
美
は
筋
骨
質
ら
し
い
、
聡
明
な
風
貌
の
紳
士

で
あ
る
。
五
十
二
歳
で
病
没
し
た
が
、
長
寿
で
は
な
い
に
し
て
も

当
時
の
平
均
寿
命
で
あ
ろ
う
。

山
崎
は
明
治
十
四
年
の
春
頃
に
は
発
病
の
徴
候
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
勉
強
や
伝
道
に
傾
倒
し
て
、
健
康
に
対
す
る

配
慮
は
乏
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
入
院
直
前
の
六
月
二
十
八
日

に
、
丹
波
亀
岡
で
の
大
説
教
会
に
出
席
し
て
「
知
倭
珊
L
 
と
題
し

た
演
説
を
し
た
が
、
三
、
四
里
の
山
路
を
人
力
車
に
乗
ら
な
い
で
、

高
下
駄
を
は
い
て
踏
破
帰
京
。
こ
れ
は
病
気
へ
の
配
慮
の
足
り
な

さ
よ
り
も
、
日
常
的
に
は
大
し
た
自
覚
症
状
が
な
か
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
力
彼
が
こ
の
伝
道
旅
行
に
使
用
し
た
地
図
「
大
日
本
輿
地
便
覧
.

丹
波
国
図
」
に
事
前
の
予
備
知
識
を
丹
念
に
書
き
こ
ん
で
い
る
が
、

そ
の
精
勤
ぶ
り
と
緻
密
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
入
院
当
初
は
か
な
り
の
体
力
と
気
力
は
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
病
勢
が
急
速
に
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

亀
岡
か
ら
帰
京
後
、
亀
山
昇
と
江
州
日
野
に
伝
道
し
、
七
月
三

日
に
妹
の
春
野
宛
「
二
十
日
程
有
馬
温
泉
に
滞
在
し
て
く
る
し

旨
の
書
信
を
人
に
託
し
て
、
あ
わ
た
だ
し
く
出
立
し
た
。
大
黒
屋

で
二
十
日
ほ
ど
過
し
て
帰
京
し
、
京
都
病
院
で
診
察
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
結
核
と
の
診
断
で
あ
っ
た
。
七
旦
十
九
日
(
七
月
三
十
日

と
も
い
わ
れ
て
い
邑
に
入
院
し
た
が
、
八
月
一
十
日
頃
に
は
下
痢
、

吐
食
が
始
ま
り
、
恢
復
を
望
ま
れ
な
い
状
態
に
い
た
っ
て
八
月
二

十
二
日
(
二
十
三
日
と
す
る
資
料
も
あ
邑
に
同
志
社
英
学
校
生
徒

綱
島
佳
吉
や
同
郷
の
片
桐
清
治
等
教
名
に
付
き
添
わ
れ
て
新
島
邸

に
移
っ
た
。
八
月
二
十
四
日
に
主
治
医
で
大
阪
在
住
の
宣
教
医
テ

イ
ラ
ー
の
診
察
の
結
果
「
凌
方
無
之
趣
被
申
聞
候
」
と
い
う
病
状

で
あ
っ
た
。

新
島
邸
に
移
っ
て
ほ
ぽ
一
週
間
を
経
た
九
月
一
日
か
ら
「
山
崎

君
病
体
録
」
の
露
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
よ
り
で
綴
じ
た
二
っ

折
り
の
和
紙
九
枚
(
横
十
七
伽
、
縦
十
二
師
)
に
昇
天
の
前
日
、
十

一
月
八
日
ま
で
脈
拍
数
呼
吸
数
体
温
を
毛
筆
で
記
載
し
た
他

に
、
若
干
の
備
忘
、
体
調
な
ど
を
書
き
こ
ん
で
い
る
。

,
病
体
録
L
を
記
載
し
た
目
的
は
今
は
知
る
由
も
な
い
が
、
恐
ら

く
は
テ
ィ
ラ
ー
に
病
状
を
連
絡
す
る
た
め
の
控
え
と
し
た
も
の
だ

ろ
う
か
。
「
テ
ー
ラ
に
通
信
」
と
い
う
書
き
こ
み
が
十
三
回
あ
る
の

で
そ
の
間
隔
を
み
る
と

新島襄の感化を受けた人々
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日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
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]

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

4
3
6
0
3
 
3
9
1
2
3
6

例
外
が
少
し
は
あ
る
が
、
九
月
中
は
大
体
三
S
四
日
毎
で
あ
り
、

十
月
中
が
六
S
七
日
お
き
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
テ
ィ

ラ
ー
に
報
告
す
る
た
め
に
記
述
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

9
う

次
に
全
文
を
原
文
の
ま
ま
挙
げ
る
が
、
原
文
に
領
字
は
極
め

て
少
な
い
が
脱
字
が
若
干
見
受
け
ら
れ
る
。 0

 
1

ー
ー

山
崎
君
病
体
録

九
月
一
日
夕
方
二
至
リ
左
肺
上
部
二
少
(
シ
)
痛
ヲ
覚

ユ
其
ノ
状
恰
モ
針
尖
ヲ
以
テ
撞
ク
ガ
如
シ
依
テ
其
ノ

部
二
適
応
ノ
薬
ヲ
附
ス
ル
ニ
忽
チ
癒
ユ

同
二
日
朝
マ
タ
キ
丸
薬
二
粒
ヲ
腹
用
ス
ト
錐
モ
更
二
大
便

ノ
気
色
ダ
モ
ナ
シ
依
テ
潅
腸
器
ヲ
射
用
ス
其
ノ
功
顕

け
ん
し

然
ト
シ
テ
直
二
通
ジ
ア
リ
、
シ
カ
モ
堅
屎
也
キ

同
三
日
咳
嫩
至
テ
少
シ
故
力
沸
畷
ノ
出
ル
事
モ
亦
少
ナ
カ

リ
シ
右
四
日
テ
ー
ラ
先
生
二
通
ズ
(
こ
の
行
は
朱
書
し
て
ぃ
る
。

テ
ィ
ラ
ー
先
生
は
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
宣
教
医
。
同
志
社
英

学
校
の
教
師
を
経
て
大
阪
で
医
業
と
宣
教
に
従
事
)

同
四
日
濯
腸
ヲ
為
ス
ル
ヨ
リ
大
便
ノ
通
ジ
ア
リ
シ
カ
モ

多
量
ナ
リ

同
五
日
本
日
モ
亦
濯
腸
ヲ
至
ス
何
ノ
故
ニ
ャ
後
一
時
間

計
リ
膚
寒
ク
身
震
フ
(
こ
の
日
は
全
部
朱
書
し
て
い
る
)

同
六
日
本
日
モ
濯
腸
シ
テ
大
便
通
ズ

同
七
日
熱
度
三
十
七
度
七
分
脈
度
九
十
六
呼
吸
二
十

本
日
ハ
自
ラ
通
事
ア
リ
而
シ
テ
咳
嫩
稍
多
(
シ
)

＼ノ
同
八
日
咳
嫩
多
ク
シ
テ
胸
部
痛
ム

同
九
日
昨
八
日
頃
ヨ
リ
咳
嫩
多
ク
夜
間
能
ク
安
眠
ス
且

ツ
自
然
卜
大
便
通
ズ
熱
度
三
十
八
度
七
分
脈
度
百
十

五
度
呼
吸
三
十
八

同
十
日
口
磊
め
ず
)
前
異
事
ナ
シ
シ
カ
シ
咳
嫩
多
キ

ノ
ミ

同
十
一
日
咳
嫩
甚
(
夕
)
多
シ
尤
モ
沸
鳴
ハ
少
シ
モ
出

ズ
通
事
モ
ナ
シ
東
京
へ
通
ズ

十
一
日
九
日
及
ビ
十
日
分
東
京
へ
通
信

(
東
京
へ
通
信
は
重
複
し
て
記
入
し
て
ぃ
る
。
東
京
在
勤
中
の

実
父
・
爲
美
に
連
絡
し
た
こ
と
の
意
)

同
十
二
日
大
便
通
ズ
自
然
ナ
リ
咳
嫩
多
シ
ト
ス

同
十
三
日
潅
腸
シ
テ
大
便
通
ズ
テ
ー
ラ
先
生
二
通
信
ス

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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同
十
四
日
百
十
七
脈
三
十
九
度
二
分
二
十
六
呼
吸

大
便
通
ゼ
ズ
別
二
異
変
ナ
シ
矣

同
十
五
日
テ
ー
ラ
氏
二
鑒
ヲ
受
ク
(
不
明
)
部
ノ

左
肺
二
少
々
悪
シ
キ
処
ヲ
増
セ
リ
ト
エ
フ
全
体
ハ
別
二
異

変
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
常
日
汗
ノ
出
ル
面
部
モ
本
夜
ハ
其
ノ

薬
ヲ
塗
ル
ヲ
以
テ
発
汗
セ
ズ

同
十
六
日
大
便
二
度
通
ズ
夜
二
至
テ
勢
リ
咳
嫩
ハ

少
ナ
カ
リ
シ
テ
ー
ラ
(
氏
)
二
通
ズ

同
十
七
日
大
便
モ
通
ゼ
ズ
咳
嫩
モ
少
ナ
シ
此
ノ
日
別

二
異
事
ナ
シ

同
十
八
日
壁
十
七
度
九
分

同
十
九
日
咳
嫩
少
シ
其
他
前
日
卜
異
変
ナ
シ

同
廿
日
前
日
卜
変
ナ
シ
タ
方
丸
薬
ニ
ツ
服
用
ス
テ
ー

ラ
氏
二
通
ズ

同
廿
一
日
昨
夜
大
便
三
度
通
ズ
寒
気
セ
リ
シ
ニ
又
熱
生

ズ
少
々
ツ
カ
レ
タ
リ
熱
三
十
五
度
夜
汗
ア
リ

同
廿
二
日
聖
十
五
度
大
便
二
度
通
ズ
夜
汗
ア
リ

同
廿
三
日
熱
三
十
六
度
半
脈
九
十
二
度
大
便
通
ズ
甚

(
夕
)
多
シ
夜
汗
ナ
シ
其
ノ
他
前
二
変
ラ
ズ
テ
ー
ラ

氏
二
通
信

同
廿
四
日
大
便
一
度
通
ズ
其
他
依
然
タ
リ

同
廿
五
日
大
便
通
ズ
其
他
前
卜
異
ナ
ラ
ズ

同
廿
六
日
大
便
少
シ
ツ
ツ
幾
度
モ
通
ズ

同
廿
七
日
昼
夜
少
シ
ツ
ツ
幾
度
モ
通
ズ
故
二
少
々
ツ
カ

レ
タ
リ

同
廿
八
日
大
便
二
度
通
ズ
テ
ー
ラ
氏
謬
察
ヲ
乞
フ

全
体
ハ
前
ヨ
リ
モ
ヲ
ト
ロ
イ
タ
リ
其
他
変
り
タ
ル
コ
ト

ナ
シ

同
廿
九
日
大
便
四
度
通
ズ
其
他
前
ト
カ
ワ
ラ
ズ

同
三
十
日
大
便
二
度
通
ズ
其
他
前
日
ト
カ
ワ
ラ
ズ
テ

ー
ラ
氏
二
通
信

九
月
中
の
記
述
を
通
覧
す
る
と
客
観
的
な
こ
と
或
い
は
数
値
の

記
録
が
多
く
「
少
々
ツ
カ
レ
タ
L
「
能
ク
安
眠
ス
L
 
と
い
っ
た
主
観

的
な
こ
と
の
記
載
は
小
ノ
な
い
。
ま
た
、
資
料
に
ょ
っ
て
は
「
^
を

吐
い
て
死
ん
だ
」
と
書
く
も
の
も
あ
る
が
「
病
体
録
L
 
を
見
る
限

り
で
は
血
唆
、
畴
血
、
吐
血
等
は
見
ら
れ
な
い
。
或
い
は
「
有
馬

温
泉
で
の
風
邪
が
も
と
で
死
ん
だ
」
と
述
べ
る
資
料
も
あ
っ
た
が

当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
病
名
も
届
病
L
(
肺
結
核
)
と
言
わ

れ
て
き
て
い
る
が
「
病
体
録
」
の
記
事
に
ょ
っ
て
、
よ
り
正
確
な

病
名
の
特
定
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も

急
速
に
悪
化
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
が
、
薬
品
と
し
て
は
「
塗
布

薬
」
と
「
丸
薬
」
だ
け
が
使
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
、

当
時
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
に
し
て
も
痛
ま
し
い
も
の
を
感
じ
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る
0
当
時
司
法
省
四
等
属
と
し
て
東
京
在
勤
中
の
父
・
爲
美
は
爲

徳
の
発
病
に
驚
樗
し
、
八
月
二
十
六
日
午
後
看
護
婦
を
同
伴
し
て

新
島
邸
に
か
け
つ
け
九
月
六
日
ま
で
滞
在
し
た
。
九
月
十
一
日
に

「
東
京
へ
通
ズ
L
と
記
載
し
た
の
は
そ
の
後
の
病
状
の
報
告
で
あ
ろ

う
。
明
治
十
二
年
八
月
に
爲
美
が
弘
前
区
裁
判
所
判
事
補
と
し
て

在
勤
時
に
爲
集
訪
れ
て
以
来
二
年
ぶ
り
で
病
床
の
子
息
と
再

会
す
る
父
親
の
。
痛
み
0
 
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

十
月
一
日
脈
九
十
二
度
熱
三
十
八
度
二
分
呼
吸
二
十

二
度
大
便
一
度
通
ズ

同
二
日
通
常
ノ
大
便
一
度
昨
夜
又
三
度
通
ズ
水
子
ソ

テ
ロ
ロ
ロ
(
三
{
子
不
明
)
少
シ
ク
黒
シ

同
三
日
脈
八
十
六
度
熱
三
十
五
度
呼
吸
二
十
二
度

甚
(
だ
)
き
ぶ
ん
よ
ろ
し
大
便
五
度
通
ズ
水
ニ
シ
テ

其
色
少
シ
黒
シ

同
四
日
熱
三
十
六
度
八
分
大
便
四
度
ヤ
ハ
リ
水
ニ
シ

テ
前
ノ
如
シ

同
五
日
朝
熱
三
十
七
度
夕
三
十
七
度
八
分
大
便
三
度

通
ズ
ヤ
ハ
リ
水
ニ
シ
テ
其
色
前
日
ノ
如
シ

同
六
日
大
便
二
度
通
ズ
一
度
多
ク
シ
テ
一
度
ハ
少
ナ
シ

其
他
前
ノ
如
シ

山
工
二
右
西
悼
舞

▲

押
1
一
凡
〆
方
・
・
か
モ
丘
肝
上
司

^
H
^
k
心
^
武
、
^
一

、
.
ハ
^
^
入
心
二
^
ヲ
一
乙

、
一
内
二
N
 
一
朝
々
;
子
ル
ゑ
二
立
ク
一

W
用
一
よ
壱
ジ
^
、
・
K
^
勇
^
^
f
.

後
用
へ
よ
三
^
、
、
K
巨
勇
式
乙
y
毛

芋
レ
・
玉
・
・
辺
ジ
;
、
ン
之
些
1

ー
、
一
ノ
、
ノ
.

一
.
、
.
念
八
ー
、
<
;
郁
十
ノ
:
)
シ
,
、
、
ニ
、

X
個
凡
踵
鴇
,
尼
t
{
天
俣
<
悪

ア
フ
、
レ
オ
乙
/
会
旨
一
.
)
,
.
、
^

、
÷
;
ー
ー
ー
}
.
、
;
1
t
・
一
'
.
ー
;
、
;
'
い
一
、
.
^
一
.
、
＼
,
^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ー
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同
七
日
熱
三
十
七
度
八
分
大
便
三
度
通
ズ
其
他
変
ラ

ズ
同
八
日
熱
三
十
七
度
八
分
脈
九
十
六
度
呼
吸
二
十
四

度
大
便
二
度
通
ズ

同
九
日
脈
九
十
三
度
熱
三
十
八
度
呼
吸
二
十
度
午

後
熱
三
十
九
度
四
分
脈
百
度
呼
吸
廿
度
大
便
二
度

通
ズ
テ
ー
ラ
氏
二
通
信

同
十
日
脈
八
十
六
度
贄
十
六
度
六
分
夕
方
脈
九
十

七
度
熱
三
十
七
度
四
分
大
便
通
ゼ
ズ

マ

マ

同
十
一
日
讐
十
二
度
八
分
夜
熱
三
十
九
度
大
便
一

度
通
ズ
色
ハ
前
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
柔
ナ
リ

同
十
二
日
本
日
テ
ー
ラ
氏
ヨ
リ
診
察
ヲ
受
ク
左
肺
ハ
別

二
変
り
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
通
事
ナ
シ
水
沢
二
通
信
(
義

母
.
ミ
ヨ
シ
は
九
月
十
九
日
に
新
島
邸
に
来
着
し
看
病
に
当
っ

て
い
る
か
ら
、
水
沢
在
住
の
妹
夫
婦
宛
だ
ろ
う
か
)

同
十
三
日
大
便
ナ
シ
其
他
変
ラ
ズ

同
十
四
日
熱
三
十
七
度
六
分
大
便
ナ
シ

同
十
五
日
大
便
一
度
通
ズ

同
十
六
日
大
便
ア
レ
ド
甚
(
ダ
)
少
ナ
シ
テ
ー
ラ
氏
二

通
ズ

同
十
七
日
熱
三
十
六
度
五
分
大
便
通
ゼ
ズ

同
十
八
日
脈
八
十
五
度
呼
吸
十
八
度
竺
十
六
度
八

分
五
リ
(
厘
)

同
十
九
日
熱
三
十
七
度
三
分
五
リ
(
厘
)
脈
九
十
度
呼

吸
廿
二
度
大
便
通
ゼ
ズ

同
廿
日
熱
三
十
六
度
九
分
脈
八
十
七
度
呼
吸
十
八
度

大
便
通
ゼ
ズ

同
廿
一
日
大
便
一
度
通
ズ

同
廿
二
日
竺
十
六
度
二
分
脈
八
十
三
度
呼
吸
十
五

度
大
便
通
ズ

同
廿
三
日
熱
三
十
七
度
二
分
大
便
一
度
通
ズ

同
廿
四
日
午
前
七
時
熱
三
十
九
度
二
分
十
二
時
熱
三
十

九
度
八
分
脈
百
二
度
呼
吸
廿
二
度
午
後
三
十
九
度

一
分
呼
吸
廿
度
大
便
一
度
通
ズ
テ
ー
ラ
氏
に
通
信

同
廿
五
日
熱
三
十
五
度
六
分

同
廿
六
日
大
便
二
度
通
ズ

同
廿
七
日
大
便
ナ
シ

同
廿
八
日
大
便
ナ
シ

同
廿
九
日
熱
三
十
七
度
六
分
脈
九
十
五
度
呼
吸
十
八

度
大
便
ナ
シ

同
出
日
大
便
ナ
シ

同
出
一
日
熱
三
十
九
度
四
分
大
便
通
ゼ
ズ
テ
ー
ラ
氏

に
通
信
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片
桐
清
治
と
宮
川
経
輝
に
ょ
る
と
(
薪
人
L
)
大
正
一
.
十
一
.

十
七
所
載
「
水
交
社
の
夕
L
)
当
初
、
山
崎
は
依
復
の
希
望
を
も
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
友
人
達
は
山
崎
に
そ
の
終
未
の
遠
く
な
い
こ

と
を
告
知
す
る
べ
き
だ
と
協
議
し
た
が
、
告
知
を
引
き
受
け
る
者

人
と
し
て
い
な
い
。
結
局
、
宣
教
医
べ
リ
ー
・
、
ジ
ョ
ン
.
カ

はツ
テ
ィ
ン
グ
に
依
頼
し
た
。

ベ
リ
ー
宣
教
師
か
ら
病
状
の
告
知
を
う
け
た
山
崎
が
「
こ
れ
か

ら
眠
る
」
と
言
っ
て
す
ぐ
熟
睡
し
た
の
に
は
、
隣
室
で
待
機
し
な

が
ら
告
知
の
結
果
を
案
じ
て
い
た
友
人
一
同
感
嘆
し
た
と
い
う
。

つ
べ
リ
ー
が
告
知
し
た
の
か
は
分
ら
な
い
が
、
テ
ィ
ラ
ー
が
往

)し診
の
際
に
同
行
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

便
通
ゼ
ズ

八
日
聖
十
四
度
二
分
大
便
通
ゼ
ズ

昼
ヨ
リ
十
二
時
頃
造
眠
リ
(
こ
こ
で
終
る
)

最
終
の
賑
を
「
昼
ヨ
リ
十
二
時
頃
造
眠
リ
」
と
し
「
眠
る
」

と
し
て
い
な
い
。
次
に
続
け
よ
う
と
し
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
こ
の
数
時
間
後
に
彼
の
地
上
の
旅
は
終
る
の
だ
が
そ
の
直

前
に
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
今
は
解
く
す

べ
も
な
い
。

覆
危
篤
の
報
を
受
け
た
爲
美
は
、
急
い
で
上
洛
し
た
が
臨
終

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
爲
美
は
後
藤
家
か
ら
山
^
家
に
入
っ

た
か
ら
、
爲
徳
(
幼
名
・
周
作
)
は
山
崎
家
待
望
の
男
子
で
あ
っ

た
。
加
え
て
山
崎
周
作
、
斎
藤
富
五
郎
(
後
の
首
相
・
斎
藤
実
)
、

後
藤
新
平
(
後
の
逓
信
大
臣
・
東
京
市
長
)
は
水
沢
の
三
秀
才
と

言
わ
れ
郷
士
の
期
待
を
集
め
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
ぃ
た
か
ら
、

そ
の
死
は
父
・
爲
美
に
と
っ
て
す
べ
て
を
失
な
う
ほ
ど
の
悲
し
み

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
京
都
で
の
告
別
式
を
終
り
、
水
沢
に
息

子
の
遺
髪
を
携
え
て
帰
っ
た
爲
美
は
、
菩
提
寺
に
穩
の
墓
を
建

立
し
遺
髪
を
納
め
た
。
間
も
な
く
官
途
を
辞
し
て
ぃ
る
が
爲
美
の

才
能
を
惜
し
む
司
法
省
は
、
明
治
十
七
年
春
頃
、
再
度
東
京
に
招

致
し
大
審
院
書
需
登
用
し
た
が
、
病
を
得
て
明
治
十
八
年
春
に

退
職
し
て
帰
郷
同
年
六
月
二
十
日
に
五
十
二
歳
で
没
し
た
。

文
献
に
ょ
っ
て
山
崎
の
死
を
「
十
一
月
八
日
」
と
す
る
も
の
を

十
一
月
一
日
大
便
一
度
通
ズ

二
日
大
便
一
度
通
ズ

三
日
大
便
通
ゼ
ズ

四
日
大
便
一
度
通
ズ

五
日
呼
吸
十
八
度
脈
八
十
七
度
熱
三
十
六
度
七
分

大
便
二
度
通
ズ

六
日
脈
八
十
五
度
呼
吸
十
六
度
熱
三
十
四
度
八
分

テ
ー
ラ
ニ
通
ズ
タ
脈
九
十
二
度
熱
三
十
七
度
呼
吸

二
十
度
大
便
ナ
シ

七
日
脈
九
十
八
度
熱
三
十
八
度
八
分
呼
吸
廿
度
大

島^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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住
々
に
し
て
散
見
す
る
が
、
「
病
体
録
L
に
十
一
月
八
日
ま
で
記
述

さ
れ
て
ぃ
る
以
上
、
「
十
一
月
九
日
L
に
昇
天
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
山
崎
家
墓
域
所
在
の
穩
の
墓
に
も
「
十
一
月
九
日
」
と

刻
し
て
あ
る
し
、
第
二
公
会
(
現
同
志
社
教
△
E
 
で
の
告
別
式
を

司
式
し
た
新
島
の
説
教
稿
も
十
一
月
九
日
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
日

付
を
誤
ま
る
こ
と
は
あ
り
え
な
)
0
し

最
近
刊
行
の
薪
島
襄
全
集
第
八
巻
L
(
年
譜
編
)
に
も
「
十
一

月
九
日
山
崎
爲
徳
午
前
六
時
二
十
分
永
眠
。
大
阪
に
い
る
新
島
に

電
報
を
打
ち
、
帰
宅
を
待
っ
て
年
後
四
時
す
ぎ
納
棺
を
行
う
し
と

記
述
し
て
い
る
。

終
り
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
と
死
を
さ
し
て
、
別
人
が
「
幸
」

「
不
幸
」
と
一
言
う
こ
と
は
難
か
し
い
上
に
時
に
は
不
遜
に
な
る
し
、

倣
慢
に
も
当
た
る
。
し
か
し
「
私
儀
巳
二
耶
蘇
教
ヲ
真
ト
シ
之

二
付
テ
、
天
帝
敬
愛
ノ
道
ヲ
学
バ
ン
ト
ス

西
京
二
学
校
ア

.

.

.

り
、
耶
殊
教
ヲ
学
ブ
ニ
適
シ
、
故
二
大
学
ヲ
去
リ
西
京
二
行
キ
、

三
年
間
ヲ
此
教
ノ
真
意
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
L
 
と
義
弟
の
舞
野
栄
四
郎

暑
簡
を
送
り
、
明
治
十
年
九
月
に
東
京
大
学
を
退
学
し
て
、
同

志
社
に
赴
い
た
山
崎
に
と
っ
て
、
熊
本
洋
学
校
以
来
の
知
己
や
新

島
に
み
と
ら
れ
な
が
ら
、
旅
路
を
終
え
る
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た

ろ
う
。
筆
を
お
く
に
当
た
り
、
山
崎
の
終
馬
を
通
し
て
み
ら
れ
る

新
島
襄
の
「
愛
」
に
学
ぶ
こ
と
多
き
を
痛
感
し
て
や
ま
な
い
。

(
岩
手
史
学
会
員
。
目
本
基
督
教
団
水
沢
教
会
百
年
史
担
当
)

'
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ホ
ノ
ム
聖
人
1
曽
我
部
四
郎
と
新
島
襄

地
の
塩
と
な
り
、
社
会
の
一
隅
を
輝
ら
す
光
と
し
て
、
ハ
ワ
イ

の
辺
境
の
地
ホ
ノ
ム
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
と
教
育
に
生

涯
を
送
っ
た
人
物
に
曽
我
部
四
郎
が
い
る
。
ハ
ワ
イ
伝
道
に
従
事

＼ノ

し
た
初
期
の
人
々
の
多
く
は
、
同
志
社
の
別
課
神
学
科
出
身
者
で
、

ど
ち
ら
か
と
い
ぇ
ば
牧
界
に
お
い
て
は
非
エ
リ
ー
ト
組
に
属
し
て

い
る
。
別
課
神
学
科
を
中
退
し
た
曽
我
部
も
ま
た
そ
う
し
た
名
も

な
い
伝
道
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
曽
我
部
が
生
涯
を
送
っ
た
ホ
ノ

ム
は
、
ハ
ワ
イ
の
全
人
口
の
八
割
が
集
中
し
て
い
た
オ
ア
フ
島
の

、ノ

ホ
ノ
ル
ル
と
比
較
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
厳
し
い
条
件
下
に

一
丁

田

司

ノ
イ

沖



あ
っ
た
。
こ
の
ホ
ノ
ム
の
地
に
到
着
し
て
以
来
、
曽
我
部
は
五
三

年
の
生
涯
の
間
に
、
そ
の
地
を
離
れ
た
の
は
三
回
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ハ
ワ
イ
最
大
の
都
市
で
あ
り
、

＼ノ

日
系
人
社
会
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
に
出
て
、
華
々
し

い
活
動
を
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
所
謂
、
指
導
者
と
し
て
の

役
職
に
就
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
曽
我
部
の
名
声
は
、
主
と
し
て

救
い
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
貧
し
い
日
系
移
民
の
人
々

の
間
に
浸
透
し
始
め
た
。
曽
我
部
が
主
宰
し
た
ホ
ノ
ム
義
塾
(
保

能
武
義
塾
)
は
、
そ
う
し
た
日
系
移
民
社
会
の
底
辺
に
生
活
す
る

子
供
の
単
な
る
日
本
語
学
校
で
は
な
く
、
社
会
的
な
弱
者
の
立
場

に
立
っ
て
、
身
寄
の
な
い
子
供
や
、
ま
た
は
時
に
は
理
由
あ
る
女

性
の
「
駆
け
込
み
寺
」
と
し
て
の
役
割
を
も
は
た
す
も
の
で
あ
っ

ナ

曽
我
部
四
郎
は
一
八
六
五
(
慶
応
元
)
年
に
福
岡
の
黒
田
藩
士
曽

我
部
通
故
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
武
士
の
厳
し
い
家
庭
環
境

に
育
っ
た
曽
我
部
は
十
五
歳
の
時
、
一
八
八
0
(
明
治
一
一
己
年
に

出
奔
し
、
三
年
間
の
放
浪
生
活
を
経
て
、
伊
予
の
今
治
教
会
に
辿

り
着
き
、
そ
こ
で
横
井
時
雄
と
出
会
う
の
で
あ
る
。
曽
我
部
は
横

井
の
家
に
寄
宿
し
、
横
井
の
指
導
の
下
に
受
洗
し
て
熱
心
な
信
仰

生
活
に
入
っ
た
。
曽
我
部
が
今
治
に
来
て
か
ら
二
年
後
の
一

＼
＼
ノ
ノ

五
(
明
治
一
△
年
振
富
盧
花
が
従
兄
の
横
井
を
尋
ね
て
、
曽
我

部
同
様
に
横
井
家
に
寄
宿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
曽
我
部

一
ハ
ハ
ハ

と
盧
花
は
深
い
親
交
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
後
に
盧
花
は
曽
我
部

を
主
人
公
に
し
た
小
説
『
思
い
出
の
記
』
を
書
き
、
青
年
時
代
の

曽
我
部
を
描
い
て
い
る
。

横
井
の
留
守
中
に
、
盧
花
は
曽
我
部
に
盧
花
の
兄
で
あ
る
徳
富

蘇
峰
が
主
宰
す
る
熊
本
の
大
江
義
塾
に
入
学
す
る
こ
と
を
勧
り

旅
費
を
工
面
し
、
紹
介
状
を
持
た
せ
て
曽
我
部
を
熊
本
に
送
っ
た
。

曽
我
部
が
熊
本
に
到
着
し
た
の
は
一
八
八
五
(
明
治
一
△
年
の
一

月
で
あ
っ
た
が
同
年
三
月
の
大
江
義
塾
創
立
五
周
年
記
念
式
で

は
、
生
徒
の
代
表
と
し
て
講
演
し
て
い
る
。
大
江
義
塾
時
代
の
曽

我
部
は
、
蘇
峰
の
父
一
敬
か
ら
は
儒
教
や
国
学
を
学
び
、
一
無
峰
か

ら
は
西
洋
史
や
哲
学
な
ど
「
泰
西
幽
由
主
義
」
の
も
と
に
発
展
し

た
諸
学
問
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
大
江
義
塾
は
同
年
の
十
二
月
に

突
然
閉
鎖
さ
れ
、
蕪
峰
は
東
京
に
出
て
、
民
友
社
を
設
立
し
た
。

曽
我
部
は
、
同
志
社
の
教
授
と
し
て
京
都
に
赴
任
し
た
横
井
時
雄

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
同
志
社
英
学
校
の
別
課
神
学
科
に
入
学
し
た
。

(
明
治
二
こ
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

曽
我
部
が
入
学
し
た
別
課
神
学
科
は
正
規
の
学
校
教
育
の
課
程

を
経
ず
に
入
学
し
て
き
た
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
開
設
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
曽
我
部
と
同
様
に
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
ホ
ノ
ル
ル

＼ノ

で
日
本
人
小
学
校
を
開
設
す
る
な
ど
、
日
系
人
教
会
の
み
な
ら
ず
、

ワ
イ
日
系
移
民
社
会
の
指
導
者
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
当
局
か
ら
も

ハ

＼ノ

高
く
評
価
さ
れ
た
奥
村
多
喜
衛
は
曽
我
部
の
二
年
後
輩
に
あ
た
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る
。
曽
我
部
は
同
志
社
で
盧
花
と
再
会
し
、
旧
交
を
温
め
た
。
盧

花
は
同
志
社
時
代
の
曽
我
部
の
尊
敬
す
べ
き
誠
実
な
生
き
方
と
そ

の
人
柄
に
つ
い
て
、
『
黒
い
目
と
茶
色
の
目
』
と
題
し
た
小
説
に
お

い
て
叙
述
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
同
志
社
で
は
、
「
同
志
社
大
学
設

立
の
旨
意
L
 
を
全
国
の
主
要
新
聞
に
発
表
し
、
新
島
も
募
金
運
動

に
東
奔
西
走
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
曽
我
部
が
新
島
か
ら
直
接
教

え
を
受
け
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
曽
我
部
が
晩
年
に

語
っ
た
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、
新
島
の
「
自
責
の
杖
」
事
件
に
居
合

せ
た
堀
貞
一
牧
師
か
ら
教
育
者
と
し
て
の
新
島
の
精
神
を
聞
き
、

大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
島

が
永
眠
し
た
年
の
夏
頃
に
、
曽
我
部
は
学
業
を
半
ば
に
し
て
退
学

し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

同
志
社
を
退
学
し
た
曽
我
部
は
郡
山
教
会
で
伝
道
活
動
に
従
事

し
た
後
一
八
九
一
ズ
明
治
二
五
年
に
は
郡
馬
県
の
藤
岡
教
会
の

伝
道
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
三
(
明
治
王
ハ
)
年
の
六
月

に
は
辞
職
し
て
い
る
。
何
が
あ
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
。
そ
う
し

た
時
に
、
ハ
ワ
イ
か
ら
岡
部
次
郎
牧
師
が
帰
国
し
、
ハ
ワ
イ
の
日

＼

＼

ノ

ノ

本
人
移
民
を
対
象
と
し
た
伝
道
活
動
に
従
事
す
る
志
望
者
を
募
集

し
た
。
曽
我
部
は
海
老
名
弾
正
か
ら
岡
部
次
郎
を
紹
介
さ
れ
、

ハ

ワ
イ
行
き
を
泱
意
し
た
。
曽
我
部
よ
り
少
し
前
に
、
同
じ
く
岡
部

の
話
を
聞
い
て
、
奥
亀
太
郎
・
神
田
重
英
・
江
口
一
民
ら
が
ハ
ワ

イ
伝
道
の
た
め
に
渡
布
し
て
い
た
。
曽
我
部
と
同
行
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
が
杉
山
喜
多
吉
と
奥
村
多
喜
衛
で
あ
っ
た
。
一
八

九
四
(
明
治
二
七
)
年
三
月
に
曽
我
部
は
杉
山
と
と
も
に
ホ
ノ
ル
ル

に
上
陸
し
た
。

ホ
ノ
ム
に
到
着
し
た
曽
我
部
が
日
本
人
移
民
の
社
会
で
み
た
も

の
は
南
国
の
別
天
地
と
は
ほ
ど
遠
い
、
酒
と
賭
博
と
売
春
か
ら
な

る
荒
ん
だ
生
活
と
退
廃
し
た
道
箪
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
環
境
の

中
で
、
貧
困
や
暴
力
に
ょ
る
虐
待
な
ど
、
被
害
を
受
け
る
の
は
社

会
的
弱
者
で
あ
る
子
供
と
女
性
で
あ
っ
た
。
曽
我
部
が
最
初
に
着

手
し
た
の
は
、
親
に
見
棄
て
ら
れ
た
子
供
を
収
容
す
る
寄
宿
舎
を

有
し
た
日
本
語
学
校
の
設
立
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
島
の
各
地
を
曽
我

＼ノ

部
は
募
金
の
た
め
に
歩
き
回
っ
た
。
さ
ら
に
曽
我
部
は
本
^
的
な

教
育
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
一
八
九
六
(
明
治
二
九
)
年
に
一

時
帰
国
し
、
日
本
の
幼
稚
園
教
育
の
実
際
や
教
育
に
か
ん
す
る
資

料
を
購
入
し
た
。
そ
の
時
、
曽
我
部
は
京
都
看
病
婦
学
校
を
卒
業

し
て
同
志
社
病
院
に
看
護
婦
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
中
川
シ
カ

と
出
会
い
、
結
婚
を
約
束
し
た
。
曽
我
部
と
と
も
に
ハ
ワ
イ
に
渡

＼ノ

つ
た
シ
カ
は
ホ
ノ
ム
義
塾
の
創
設
か
ら
運
営
及
び
教
育
に
献
身
的

に
従
事
し
、
文
字
ど
お
り
曽
我
部
の
最
良
の
伴
侶
と
な
っ
た
。

ハ

ワ
イ
に
も
ど
っ
た
曽
我
部
は
一
八
九
七
(
明
治
三
0
)
年
に
ホ
ノ
ム
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の
精
糖
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
土
地
と
ハ
ワ
イ
伝
道
協
会
及
び
ハ

ワ
イ
島
の
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
献
金
に
よ
っ
て
学
校
を
建
設
し

た
。
こ
の
学
校
を
ホ
ノ
ム
義
塾
と
名
づ
け
た
。
ホ
ノ
ム
と
い
う
の

は
地
名
で
あ
る
が
、
義
塾
と
い
う
の
は
義
校
と
同
様
民
間
人
の
篤

志
に
ょ
っ
て
創
設
さ
れ
た
学
校
と
い
う
意
味
で
、
明
治
期
の
自
由

民
権
の
拡
が
り
と
と
も
に
一
般
化
し
た
名
称
で
あ
る
。
生
徒
の
増

加
と
と
も
に
、
ハ
ワ
イ
伝
道
協
会
か
ら
媒
孫
民
江
と
い
う
女
性
が

＼ノ

赴
任
し
、
曽
我
部
の
ホ
ノ
ム
義
塾
を
助
け
た
。
曽
我
部
の
努
力
は

精
糖
会
社
の
経
営
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
一
九
0
0
年
に
は

ホ
ノ
ム
の
パ
フ
り
ツ
ク
ス
ク
ー
ル
に
近
い
一
、
五
工
ー
カ
ー
の
土

地
が
学
校
の
用
地
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。
こ
こ
に
新
設
さ
れ
た
学

校
は
教
室
棟
と
寄
宿
棟
を
有
し
、
そ
の
他
に
食
堂
や
浴
場
な
ど
が

附
設
さ
れ
、
青
年
寮
も
増
設
さ
れ
た
。
寮
生
は
多
い
時
に
は
一
五

0
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ム
義
塾
で
は
日
本
語
を

中
心
と
し
て
歴
史
.
地
理
・
修
身
な
ど
が
教
授
さ
れ
た
が
、
こ
う

し
た
教
科
教
育
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
活
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
者

と
し
て
の
生
き
方
を
身
を
も
っ
て
教
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
ホ

ノ
ム
教
育
の
特
質
が
あ
っ
た
。
曽
我
部
四
郎
に
関
す
る
唯
一
の
伝

『
ホ
ノ
ム
義
塾
1
曽
我
部
四
郎
伝
1
』
の
著
者
で
あ
る
中
野
次

郎
氏
に
ょ
れ
ば
、
子
供
達
に
は
皿
洗
い
か
ら
風
呂
た
き
、
掃
除
に

い
た
る
ま
で
日
常
生
活
に
関
し
て
子
供
で
処
理
で
き
る
あ
ら
ゆ
る

労
働
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
労
働
を
通
し
て
、
曽
我
部

は
子
供
の
自
主
性
と
と
も
に
協
調
性
を
養
い
、
キ
リ
ス
ト
教
精
申

に
あ
ふ
れ
た
良
き
市
民
の
育
成
を
目
ざ
し
た
。

ホ
ノ
ム
義
塾
の
日
課
は
起
床
か
ら
朝
食
ま
で
の
間
に
掃
除
を
済

ま
せ
小
学
生
は
ホ
ノ
ム
義
塾
の
隣
に
位
置
し
た
公
立
学
校
に
通

つ
た
。
昼
に
は
帰
塾
し
、
昼
食
を
終
え
て
再
び
登
校
し
た
。
公
立

学
校
の
授
業
が
終
っ
て
か
ら
二
時
ほ
ど
、
日
本
語
教
育
を
受
け
た
0

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
夕
食
ま
で
の
間
、
剣
道
や
柔
道
な
ど
の
武
道

の
練
習
に
励
む
も
の
も
多
く
い
た
。
ま
た
青
年
寮
で
は
ホ
ノ
ム
精

糖
会
社
に
勤
務
す
る
労
働
者
も
住
ま
い
す
る
な
ど
ホ
ノ
ム
義
塾
で

は
、
曽
我
部
を
慕
っ
て
来
た
学
生
か
ら
身
寄
り
の
な
い
老
人
や
子

供
な
ど
の
様
々
な
人
間
が
共
同
生
活
を
し
た
。
こ
う
し
た
中
か
ら

香
川
梅
子
の
よ
う
に
、
同
志
社
女
学
校
に
留
学
し
、
卒
業
後
は
ホ

ノ
ム
義
塾
の
教
師
と
し
て
曽
我
部
を
助
け
る
人
材
も
育
っ
た
0

曽
我
部
は
、
同
志
社
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
岡
部
の
勧
誘
を
受

け
て
曽
我
部
よ
り
一
足
早
く
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
江
口
一
民
が
経
営

す
る
「
布
畦
殖
民
新
聞
L
 
に
「
保
能
武
義
塾
教
会
自
給
盲
言
L
(
一

九
三
年
一
月
一
旦
な
る
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。
曽
我
部
は
新

島
の
葬
儀
の
際
に
掲
げ
ら
れ
た
「
自
由
教
育
自
治
教
会
両
者
並
丁

邦
家
萬
歳
L
 
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
「
我
伝
道
に
対
す
る
主
張
我
教

育
上
に
於
る
方
針
実
に
此
の
二
句
に
則
り
来
り
し
な
り
」
と
い
う

よ
う
に
、
ホ
ノ
ム
義
塾
が
新
島
の
遺
志
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
由
教
育
を
実
践
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す
る
た
め
、
教
会
が
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
や
ア
メ
リ
カ
人
の
庇
護
か

ら
経
済
的
に
も
自
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、

「
我
有
す
る
小
学
部
は
必
ず
し
も
日
本
文
部
省
則
の
直
訳
に
あ
ら

ず
、
我
は
教
育
上
自
ら
信
ず
る
所
あ
り
。
例
令
日
本
の
教
科
書
に

よ
り
て
之
を
教
授
す
る
も
尚
之
を
折
衷
取
捨
補
綴
を
敢
え
て
し
て

障
ら
ざ
る
な
り
」
(
同
上
)
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
文
部
省
か
ら

の
自
立
を
も
宣
言
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
学
校
が
こ
の
よ

＼ノ

う
に
文
部
省
か
ら
自
立
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
一
般
化
し
て
く
る

の
は
、
一
九
一
五
年
の
ハ
ワ
イ
教
育
会
の
創
立
以
降
で
あ
る
。

ハ

＼ノ

ワ
イ
教
育
会
の
方
針
は
、
ア
メ
リ
カ
の
排
日
運
動
と
同
化
政
策
に

対
応
し
て
だ
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
曽
我
部
の
そ
れ
は
、

「
自
由
教
育
自
治
教
会
L
と
い
う
新
島
の
遺
志
を
実
践
す
る
な
か
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
「
自
由
教
育
L
 
の
主

張
は
二
世
の
教
育
問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
曽
我
部
は
「
布

畦
出
生
青
年
男
女
観
」
と
題
し
た
論
説
で
、
ハ
ワ
イ
で
生
ま
れ
育

＼ノ

つ
た
二
世
は
「
布
畦
生
ま
れ
し
と
軽
蔑
の
言
葉
で
呼
ば
れ
る
が
「
一

失
の
み
が
高
調
さ
れ
て
石
侍
の
方
は
殆
ど
忘
却
さ
れ
看
過
」
さ
れ

て
い
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
曽
我
部
に
ょ
れ
ぱ
、
ハ
ワ

イ
生
ま
れ
の
二
世
が
一
世
を
凌
駕
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
第

一
に
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
「
世

界
語
L
 
と
し
て
の
英
語
を
自
然
に
語
り
得
る
こ
と
、
第
三
に
は
日

本
の
旧
い
「
習
俗
先
例
の
圧
迫
L
 
よ
り
脱
し
た
「
真
正
の
自
由
の

子
L
 
た
り
う
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
第
四
と
し
て
「
人
種
及
び
凡

て
の
階
級
思
想
を
打
破
L
 
し
う
る
と
こ
ろ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
ぃ

る
。
ホ
ノ
ム
義
塾
の
教
育
は
こ
う
し
た
二
世
の
可
能
性
の
実
現
を

目
指
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
日
系
人
社
会
で
は
、
仏
教
系
の
日
本
語
学
校
と
キ
リ
ス

ト
教
系
の
日
本
語
学
校
と
の
問
に
信
徒
及
び
生
徒
の
獲
得
を
め
ぐ

り
、
激
し
い
対
立
が
あ
っ
た
。
こ
の
所
謂
「
学
校
問
題
L
 
は
や
が

て
は
外
国
語
学
校
取
締
法
の
制
定
の
要
因
の
一
っ
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
曽
我
部
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
の
立
場

を
保
持
し
よ
う
と
し
た
。
儒
教
・
仏
教
・
神
道
な
ど
を
交
え
た
説

教
や
、
ハ
ワ
イ
島
に
禅
宗
の
寺
院
を
建
立
し
よ
う
と
す
る
ヒ
ロ
大

＼ノ

正
寺
建
立
実
行
委
員
会
に
名
を
連
ね
る
な
ど
、
曽
我
部
は
宗
派
を

超
え
た
地
平
に
立
っ
て
二
世
教
育
と
取
り
組
ん
だ
。

曽
我
部
は
永
年
一
介
の
伝
道
師
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ワ
イ
伝
道
協

＼ノ

会
の
再
三
に
お
よ
ぶ
勧
告
に
ょ
り
、
一
九
一
四
年
に
牧
師
免
許
を

と
り
、
翌
年
聖
職
按
手
礼
式
を
受
け
た
。
何
故
、
曽
我
部
が
聖
職

按
手
礼
式
を
拒
ん
で
き
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
移
民

社
会
に
お
け
る
仏
教
系
と
キ
リ
ス
ト
教
系
の
対
立
と
、
曽
我
部
の

日
本
文
化
に
対
す
る
深
い
理
解
と
造
東
大
き
く
影
響
し
て
ぃ
る
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と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
会
の
大
部
分
が
ア
メ
リ
カ

の
同
化
政
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
曽
我
部
は
ホ
ノ

ム
義
塾
に
お
い
て
日
本
の
文
化
的
慣
習
を
教
育
に
取
り
入
れ
た

り
、
仏
教
寺
院
と
の
人
的
な
関
係
も
深
め
て
い
た
。
本
願
寺
附
属

の
日
本
語
学
校
の
校
長
が
曽
我
部
と
親
し
く
交
友
し
て
い
た
こ
と

を
理
由
に
解
職
さ
れ
た
時
、
曽
我
部
は
ホ
ノ
ム
義
塾
の
近
く
に
日

本
語
学
校
の
建
設
を
勧
め
、
ホ
ノ
ム
義
塾
か
ら
日
本
語
教
師
を
派

遣
し
て
、
そ
の
経
営
に
協
力
し
た
。
曽
我
部
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、

日
米
戦
争
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
意
見
に
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い

る
0

日
米
若
し
戦
は
ゞ
奈
何
!
余
は
今
日
の
処
学
校
を
持
っ
て

い
る
か
ら
、
余
の
門
下
生
を
例
に
と
っ
て
語
り
た
い
と
思
ふ
。

余
は
若
し
斯
る
場
合
が
あ
っ
た
な
れ
ば
、
先
ず
全
塾
生
及
び

出
身
者
を
悉
く
我
が
ホ
ノ
ム
義
塾
に
召
集
す
る
。
然
し
て

ワ
イ
生
ま
れ
を
右
に
、
日
本
生
ま
れ
の
青
年
を
左
に
座
ら
し

め
て
斯
く
謂
う
。
「
君
た
ち
は
ハ
ワ
イ
に
生
ま
れ
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
米
国
人
で
あ
る
。
義
正
に
米
国
の
為
に
戦
え

よ
」
然
し
て
左
の
方
に
向
っ
て
は
、
「
大
日
本
帝
国
の
忠
良
な

る
臣
民
よ
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
義
勇
公
奉
じ
以
て
天
懐
無
窮
の

皇
運
を
扶
翼
す
べ
し
と
は
正
に
今
の
時
で
あ
る
ぞ
L
(
中
野
次

郎
ホ
ノ
ム
義
塾
1
曽
我
部
四
郎
伝
』
)

曽
我
部
の
こ
の
発
言
は
一
見
し
て
ご
都
合
主
義
的
に
も
と
れ
る

゛
)
、

そ
こ
に
は
教
育
を
国
家
や
特
定
の
宗
教
の
束
縛
か
ら
解
き
放

力と
う
と
す
る
「
自
由
教
育
L
の
精
神
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
保
能
武
義
塾
修
繕
及
改
築
に
就
き
大
方
各
位
の
合
力
を
乞
う

の
声
(
「
布
畦
殖
民
新
聞
」
一
九
一
三
年
七
月
一
七
旦
で
「
保
能
武

義
塾
は
此
数
多
き
学
校
の
内
に
自
ら
を
煩
わ
し
又
世
の
同
情
者
を

煩
わ
し
て
ま
で
存
在
継
続
を
競
ふ
程
の
価
値
あ
り
と
す
る
か
」
と

い
う
問
い
を
立
て
、
「
大
い
に
然
り
例
令
他
に
幾
十
百
の
学
校
あ
り

と
難
も
我
塾
の
如
き
主
張
と
抱
負
と
自
任
と
を
有
す
る
学
校
は
現

代
の
布
畦
同
胞
間
に
於
い
て
は
必
須
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と
信

す
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
日
米
開
戦
と
同
時
に
曽
我
部
は
F

B
1
か
ら
出
頭
命
令
を
う
け
、
や
が
て
ハ
ワ
イ
伝
道
協
会
か
ら
は

＼ノ

支
援
の
打
ち
切
り
と
引
退
勧
告
が
送
ら
れ
て
き
た
。
一
九
四
二
年
、

曽
我
部
の
引
退
と
と
も
に
ホ
ノ
ム
義
塾
の
歴
史
も
そ
の
幕
を
閉
じ

る
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ノ
ム
聖
人
曽
我
部
四
郎
は
一
九
四
九
年
七
月

三
日
に
八
五
年
の
人
生
を
閉
じ
て
神
に
召
さ
れ
た
。

(
大
学
文
学
部
教
遥
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献
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中
野
次
郎
『
ホ
ノ
ム
義
塾
1
曽
我
部
四
郎
伝

川
添
監
風
『
移
民
百
年
の
年
輪

相
賀
安
太
郎
『
五
十
年
間
の
ハ
ワ
イ
回
顧

江
旦
民
『
布
嘘
殖
民
新
聞

付
記

曽
我
部
四
郎
に
関
す
る
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
遺
言
に
ょ
り
焼
却
さ
れ
て

い
る
。
唯
一
の
伝
記
と
し
て
中
野
次
郎
著
ホ
ノ
ム
義
塾
1
曽
我
部
四
郎

伝
』
(
一
九
八
五
年
、
私
家
版
)
が
あ
る
。
(
一
央
語
版
は
、
誓
ミ
冕
山
~

ミ
~
⑦
切
~
◇
釜
え
K
 
,
~
ミ
や
§
ミ
⑦
§
.
§
⑦
冬
曾
、
、
)
本
論
の
執

筆
に
さ
い
し
て
は
こ
の
書
物
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
輪

1
同
志
社
今
出
川
校
地
1

(
増
補
改
訂
)
 
B
5
判
一
三
三
頁

頒
価
、
五
0
0
円

社
史
資
料
室
長

河
野
仁
昭
著

百
十
余
年
の
歴
史
を
経
た
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
彰
栄
館
・
チ
ャ
ペ
ル
な
ど
の
五
棟
を
始
め
多
く
の
建
杉
あ

る
い
は
既
に
姿
を
消
し
た
建
物
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
由
緒
あ
る
建
物
に
限
ら
ず
石
段
.
記
念
碑
.
樹
木
を
中
心
に
、

普
段
余
り
叢
さ
れ
て
い
な
い
様
な
も
の
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
纏
わ

る
話
題
を
軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
書
か
れ
た
文
章
に
、
新
旧
の
写
真
.
地
図
な

ど
を
掲
載
し
た
話
題
の
豊
富
な
美
し
い
書
物
で
す
。

ま
た
巻
末
に
は
新
島
襄
の
足
跡
・
田
辺
新
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生
の
経
緯
な

ど
も
収
録
し
、
校
友
・
同
窓
は
青
春
時
代
を
、
在
学
生
は
多
く
の
先
輩
が

残
さ
れ
九
業
績
を
し
の
ぶ
格
好
の
書
と
し
て
ご
購
読
く
だ
さ
い

同
志
社
収
益
事
業
課

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入

電
話
(
0
七
五
)
1
二
五
一
 
1
三
0
三
七
.
ハ

@
購
入
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
直
接
電
話
ま
た
は
文
書
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

⑧
代
金
お
よ
び
送
料
は
現
品
送
付
の
際
、
振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
す
か
ら

後
日
ご
送
金
く
だ
さ
い
。
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